
 

 安房地区における医療的ケア児受け入れに必要な 

体制整備の支援、及び関係機関との連携とネットワーク

の充実について 
 ～安房地区医療的ケアネットワーク連絡会を通して～ 
 千葉県立安房特別支援学校    
 【中里本校】 電話 0470-28-1866  FAX 0470-28-1917 

 【館山聾分校】電話 0470-27-2490  FAX 0470-27-4956 

 【鴨川分教室】電話 04-7093-6960  FAX 04-7093-6970 

 
研究のポイント 

 

 安房地区の医療的ケア児の実情を明らかにするとともに、鴨川市のケ－スにお 

いて、特別支援学校が培ってきた医療的ケアに関するノウハウを提供して体制整 

備の支援を行い、支援の在り方を検証した。また、「安房地区医療的ケアネットワ 

－ク連絡会」を立ち上げ、地域の実情や課題について情報共有を図り、安房地区の 

関係機関とのネットワークづくりに取り組んだ。 
 

■学校の概要  https://www.chiba-c.ed.jp/awa-sh/  

本校は、中里本校（小・中・高等部）・館山聾分校（幼稚部・高職業コース）・鴨

川分教室（小・中学部）の３校舎があり、幼稚部から高等部、鴨川市の亀田総合病

院の院内学級まで、全校で１８０名が在籍している。知的障害、肢体不自由、聴覚

障害、病弱など、多種の障害種を対象としている県内でも希有な学校である。「笑

顔いっぱい やさしさいっぱい 夢いっぱい」を教育目標とし、３校舎の独自性を尊

重しながら校舎間の連携を図って、一人一人に応じたきめ細かい指導支援を行っ

ている。 

■研究課題 

 医療的ケア児支援法を踏まえた小中高等学校等の医療的ケア児受け入れに必要

な体制整備の支援、及び関係機関との連携における地区別ネットワークの充実に

ついて実践研究を行う。 

■研究の目的と方法 

【目的】 

○小中高等学校等で医療的ケア児の受け入れが少ない地域の体制づくりを支援

することで、小中高等学校等での医療的ケアを実施するための課題を明らかに

する。 

○『安房地区医療的ケアネットワーク連絡会』を立ち上げ、関係機関との情報共

有を図り、連携に必要なネットワークを構築する。 

【方法】 

○安房地区の小中高等学校等での医療的ケアの実情を把握し、課題を明確にす

る。 

 ・関係者からの聞き取りやアンケート調査を実施する。 

 ・調査結果を検証し、課題を明確にする。 

 〈研究分野〉特別支援学校のセンター的機能の充実 
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○医療的ケア児の受け入れが充実するために必要な関係機関のネットワークを

構築する。 

 ・「安房地区医療的ケアネットワーク連絡会」を立ち上げる。 

 ・連絡会で、安房地区の医療的ケア児の実情や課題について情報共有を図る。 

○鴨川市の事例ケースを通して、支援の在り方を検証する。 

 ・医療的ケアの理解啓発のための研修への支援 

 ・医療的ケア児を受け入れる鴨川市立Ａ認定こども園への具体的な支援 

■研究概要 

【実践及び成果】 

１ 鴨川市への支援について 

  医療的ケア児を初めて受け入れるこども園に対して、本県の医療的ケアのガ

イドラインや本校の医療的ケアに関するノウハウを提供した。日々どのような

手順で医療的ケアを実施しているのかを、実際に見てもらいながら説明し、疑

問に答えながらやりとりすることが、医療的ケアについてイメージの具体化に

有効であることが分かった。 

２ 安房地区の市町教育委員会、公立の小中高等学校等への医療的ケアに関する 

 アンケート調査の実施（回収率 100％） 

  アンケート結果から、安房地区の医療的ケア児の在籍は数名ではあるが、今

後入学予定者がいることが分かった。一方、どの市町でも体制整備は遅れてお

り、看護師配置が難しいこと、ガイドラインを作成していないこと、環境整備

ができていないこと、予算の確保が難しいことなどの課題が明らかになった。 

３ 安房地区医療的ケアネットワーク連絡会について 

  安房地区の市町教育委員会、行政の障害福祉・子育て支援担当、相談支援専

門員、中核地域生活センター等から２０名近くの参加があった。本校の医療的

ケアについての取組とアンケート調査の報告、相談支援専門員から安房地区の

現状や鴨川市立Ａ認定こども園のケースについての報告を行い、参加者の医療

的ケアについての理解を深めることができた。また、情報交換をする場を設け、

地域の実情や課題を共有し、より一層関係機関のネットワークが必要であるこ

とを再確認することができた。 

【課題】 

○構築したネットワークの活用 

 ・「安房地区医療的ケアネットワーク連絡会」を継続し、どのように活用して    

  いくか検討する。 

○特別支援学校のセンター的役割としての地域への具体的な支援 

 ・個々のケースの対応について、支援の在り方を探る。 

○医療的ケアについての理解啓発 

 ・地域への理解・啓発活動を継続して行う必要がある。 

 ・医ケアっ子の未来をつくる安房の会との連携 

 

関連資料 

・「保育所等における医療的ケア児の受け入れ方策等に関する調査研究」保育所等  
 における医療的ケア児への支援に関する研究会 
・小学校等における医療的ケア実施支援資料（令和３年６月文部科学省） 
・ぽらりすのみちしるべ（千葉県医療的ケア児等支援センターぽらりす） 


